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平成24年(2012年)5月1日

3月定例会ではこんなことが決まりました
政府関係機関に意見書を送付しました
平成24年度予算を審査
7人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき

②
③
④
⑧
⑬

3月定例会

服部遺跡　弥生時代の壺
（斑鳩文化財センターの春季企画展〔5月24日（木）～ 6月26日（火）〕に展示予定）　

嶋田　善行
広報発行常任委員会
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❷

　平成２４年第１回定例議会は、３月１日から３月２３日まで
の２３日間の会期で開かれ、平成２４年度一般会計予算など、
２２議案を原案のとおり可決・認定しました。また、人事案件
２件について適任と答申し、報告事案３件について報告を受け
ました。その他、２件の陳情について審議し、最終日には意見書
３件を上程し、それぞれ下記の結果となりました。

14ページに関連記事

17ページに賛否の討論

17ページに賛否の討論

18ページに賛否の討論

19ページに賛否の討論

18・19ページに賛否の討論

４～７ページに予算審
査の概要。

中塩利明氏と池元秀次
氏が適任であるとの意
見を答申しました。

3ページに意見書

案　件 結　果

条例

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で認定

満場一致で適任と答申

満場一致で可決

賛成少数で否決

賛成多数で可決

賛成多数で可決

賛成多数で可決

賛成多数で可決

採　択

報　告

予算

発議

陳情

報告

認定

人事

斑鳩町協働のまちづくり推進委員会設置条例について

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の

整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例について

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について

斑鳩町立青少年野外活動センター設置条例を廃止する条例について

斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町介護保険条例の一部を改正する条例について

斑鳩町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

平成２３年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について

平成２３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）について

平成２３年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について

平成２３年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

平成２３年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第３号）について

平成２４年度斑鳩町一般会計予算について

平成２４年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算について

平成２４年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計予算について

平成２４年度斑鳩町公共下水道事業特別会計予算について

平成２４年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算について

平成２４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について

平成２４年度斑鳩町水道事業会計予算について

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その１・その２）

町道認定について

監査結果報告について

平成２４年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告について

平成２４年度斑鳩町土地開発公社事業計画の報告について

障害者総合福祉法の制定を求める国への意見書についての陳情書について

「こころの健康を守り推進する基本法」（仮称）の制定を求める意見書採択のお願いについて

障害者総合福祉法（仮称）の早期制定を求める意見書について

「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の制定を求める意見書について

消費税増税の中止と社会保障の充実を求める意見書について

｝
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No.72❸

障害者総合福祉法（仮称）の早期制定を求める意見書
　平成１８年４月、障害のある人も障害のない人とともに、地域社会で生活できるための仕組みを目指した障害者自立支
援法が施行されました。しかし、法の施行直後から、新たに導入された応益負担制度をはじめ、様々な問題点が指摘されて
きたところです。その後、政府は平成２２年１月に、障害者自立支援法訴訟の原告との間で、速やかに応益負担制度を廃止
するとともに、遅くとも平成２５年８月までに障害者自立支援法を廃止し新たな総合的な福祉法制を実現するとの基本合
意を交わしました。一方、国連では平成１８年１２月に障害者権利条約が採択され、既に１００か国以上が批准を終えてい
ますが、我が国では国内法が未整備のため、批准に至っていません。これらの課題を受けて、障害者制度の集中的な改革を
行うため、内閣府に設置された障がい者制度改革推進会議での検討を踏まえ、平成２３年７月には障害者基本法の改正が
行われました。また、８月には同推進会議の総合福祉部会において、「障害者総合福祉法の骨格に関する総合福祉部会の提
言」が取りまとめられました。
　障害の種類や程度、家族の状況、経済力、居住する自治体にかかわらず、障害者自らが選んだ地域で自分らしく暮らせる
社会を実現するためには、障害者基本法や今般の提言に沿って、障害者総合福祉法（仮称）を着実かつ速やかに立法化する
必要があります。
　よって、国においては、下記の事項を十分に配慮した上で、障害者総合福祉法 (仮称 ) を早期に成立させ、施行するよう
強く要望します。

記
１．障害者総合福祉法（仮称）制定にあたり、「障害者総合福祉法の骨格に関する総合福祉部会の提言」を最大限尊重し、反映
させること。

２．障害者総合福祉法（仮称）の制定にあたり、国の責任において制度を円滑に進めるために財源を十分に確保し、地方自治
体の財政負担を軽減すること。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

平成２４年３月２３日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
奈良県斑鳩町議会

「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の制定を求める意見書
　今の日本は、国民のこころの健康の危機と言える状況にあります。それは、平成２３年７月６日に厚生労働省が、４大疾
病（がん、脳卒中、心臓病、糖尿病）に新たに精神疾患を加えて５大疾病とする方針を決めたことにも表れています。この背
景には、平成２０年の患者調査で、糖尿病患者数２３７万人、がん患者数１５２万人などに対し、精神疾患の患者数は３２
３万人と最も多く、国民に広く関わる疾患となっていること、また、毎年３万人を超える自殺者の約９割には何らかの精神
疾患に罹患していた可能性があるといわれています。
　平成２０年度から２１年度にかけて厚生労働省は、今後の精神保健医療福祉のあり方等に関する検討会を設け、現状を
網羅的に明らかにし、今後の望まれる施策を報告しました。この報告をもとに、平成２２年４月に当事者・家族、医療福祉
の専門家及び学識経験者によるこころの健康政策構想会議が設立されました。この会議では、当事者・家族のニーズに応
えることを軸に捉えて会議を重ね、現在の危機を早く根本的に改革する提言をまとめられ、平成２２年５月末にこころの
健康政策についての提言書を厚生労働大臣に提出されました。
　この提言書の中で、精神医療改革、精神保健改革、家族支援を軸として、国民すべてを対象とした、こころの健康について
の総合的、長期的な政策を保障する「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の制定を強く求めておられます。
　よって、政府及び国会におかれては、国民のこころの健康の増進を図るため、「こころの健康を守り推進する基本法（仮
称）」を早急に制定するよう強く要望します。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
平成２４年３月２３日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

奈良県斑鳩町議会

政府関係機関に
2件の意見書を送付

　３月定例会では、委員会から提案された「障害者総合福祉法（仮称）の
早期制定を求める意見書」など、２件の意見書が可決され、政府関係機
関に意見書を送付しました。
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３
月
８
日
、９
日
、12
日
の
３
日
間
で
本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
第
15
号
の
一
般
会
計
と
議
案
第
16
号

か
ら
第
21
号
の
各
特
別
会
計
の
平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
に
対
す
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。す
べ
て
、当
委
員
会
と

し
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、今
回
は
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

未
来
を
拓
く
た
め
の

　
　
　
　
　
積
極
予
算
を
審
議

総
額・約
１
６
０
億
円
の
新
年
度
予
算
を
可
決

一 

般 

会 

計

　
平
成
24
年
度
で
は
、
３
年
に

１
度
の
固
定
資
産
税
評
価
替
え

に
よ
り
、
大
幅
な
減
収
と
扶
養

控
除
の
廃
止
、
縮
減
に
伴
う
増

収
な
ど
の
財
政
環
境
に
つ
い
て

の
見
方
と
と
も
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
82
億
５
０
０
０
万
円

と
な
る
。

【
　
総
務
費
　
】

■Ｑ　（
仮
称
）
地
域
交
流
館
の
土

地
の
購
入
費
が
予
定
よ
り
２
２

０
万
円
高
く
な
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
な
の
か
。

□A
　
公
簿
面
積
で
予
算
化
し
て

い
た
が
、
実
測
し
た
結
果
、
面

積
が
増
え
た
た
め
増
額
と
な
っ

た
。■Ｑ　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
マ
ル

チ
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
修
の
内
容
に

つ
い
て

□A
　
ホ
ー
ル
開
館
か
ら
15
年
経

過
し
、
９
面
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
マ

ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
を
省
エ
ネ
対
策

の
液
晶
パ
ネ
ル
に
更
新
す
る
。

■Ｑ　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
、
外
出
、
買
い
物

に
交
通
弱
者
対
策
を
検
討
す
る

内
容
に
つ
い
て

□A
　
24
年
度
中
に
デ
マ
ン
ド
方

式
な
ど
、
ワ
ゴ
ン
車
を
利
用
す

る
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
視
野
に

入
れ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
も

交
え
て
研
究
す
る
。

■Ｑ　
會
津
八
一
の
歌
碑
建
立
の

記
念
品
の
内
容
に
つ
い
て

□A
　
歌
碑
の
寄
贈
を
受
け
る
の

で
、
除
幕
式
を
行
う
。
１
個
１

４
０
０
円
程
度
の
茶
碗
を
１
０

０
０
個
製
作
し
、
招
待
者
に
は

記
念
品
と
し
て
配
り
、
残
り
を

町
の
物
品
と
し
て
販
売
す
る
。Ｑ

■Ｑ　
ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数
や

金
額
な
ど
の
数
字
の
状
況
に
つ

い
て

平成２4年度　予算総括表

▲ロタウィルス予防接種や一般不妊治療・不育治療費の新規助成や
　小・中学校の30人学級の拡大など、子育て・教育のまちづくりが
　さらにすすむ。

❹

国民健康保険事業

大字龍田財産区

公共下水道事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療

特
　
別
　
会
　
計

企業会計（水道事業）

合　　計

一般会計 ８２億５，０００万円

３０億６，０００万円

３０６万円

１３億７，６７０万円

１８億６，８４０万円

３億３，１００万円

１１億６，６４４万円

１６０億５，５６０万円

(１万円未満　四捨五入）

平　成　２4　年　度　予　算
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□A
　
23
年
度
２
月
１
日
現
在
で

町
外
か
ら
64
件
、
90
万
８
０
０

０
円
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い

る
。■Ｑ　

本
庁
舎
設
備
診
断
業
務
委

託
料
の
内
容
に
つ
い
て

□A
　
本
庁
舎
建
設
か
ら
26
年
経

過
し
、
照
明
器
具
や
空
調
設
備
、

自
家
発
電
や
昇
降
機
な
ど
、
こ

れ
か
ら
修
繕
の
時
期
を
迎
え
る

の
で
、
修
繕
計
画
の
第
一
段
階

と
し
て
の
調
査
を
行
う
。

■Ｑ　
町
の
広
報
紙
発
行
に
係
る

金
額
が
大
き
く
増
え
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て

□A
　
古
紙
の
価
格
が
上
昇
し
て

い
る
の
で
、
前
年
度
の
金
額
か

ら
上
昇
分
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
　
民
生
費
　
】

■Ｑ　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補

助
金
の
大
幅
増
の
内
容
に
つ
い

て□A
　
事
務
局
長
の
退
職
に
伴
い
、

新
た
に
、
嘱
託
職
員
の
採
用
を

行
い
、
リ
フ
ト
つ
き
バ
ス
の
運

転
手
の
採
用
な
ど
、
主
に
、
人

件
費
の
増
加
で
あ
る
。

■Ｑ　
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の

適
正
な
制
度
利
用
へ
の
啓
発
に

つ
い
て

□A
　
重
複
受
診
な
ど
を
な
く
す

よ
う
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

■Ｑ　
在
宅
難
病
患
者
生
活
支
援

事
業
の
内
容
に
つ
い
て

□A
　
す
で
に
、
生
活
用
具
の
給

付
事
業
を
や
っ
て
い
た
が
、
新

年
度
か
ら
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
た
め
、
予

算
を
増
や
し
て
い
る
。

■Ｑ　
保
育
所
の
広
域
入
所
が
大

幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て□A
　
働
く
場
所
に
よ
っ
て
、
預

け
る
と
こ
ろ
を
選
択
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

■Ｑ　
い
き
い
き
の
里
の
お
風
呂

が
よ
く
滑
る
こ
と
に
つ
い
て

□A
　
現
状
を
見
て
、
な
ん
ら
か

の
対
応
が
で
き
る
か
調
査
を
す

る
。■Ｑ　

保
育
料
算
定
の
シ
ス
テ
ム

改
修
費
用
の
国
・
県
か
ら
の
補

助
に
つ
い
て

□A
　
10
分
の
10
の
補
助
だ
と
聞

い
て
い
る
。

【
　
衛
生
費
　
】

■Ｑ　
火
葬
場
・
衛
生
処
理
場
・

し
尿
処
理
場
の
補
償
の
内
容
に

つ
い
て

□A
　
火
葬
場
で
は
、
三
井
自
治

会
の
道
路
の
拡
幅
及
び
舗
装
工

事
、
東
里
自
治
会
か
ら
は
、
農

道
の
道
路
改
良
工
事
な
ど
７
事

業
、
衛
生
処
理
場
で
は
、
高
安

自
治
会
か
ら
、
農
道
、
水
路
の

新
設
工
事
な
ど
12
事
業
、
幸
前

で
は
、
集
会
所
の
建
設
は
じ
め

３
事
業
、
し
尿
処
理
場
で
は
神

南
自
治
会
よ
り
排
水
管
の
敷
設

工
事
を
は
じ
め
と
す
る
４
事
業

と
な
っ
て
い
る
。

■Ｑ　
最
終
処
分
場
の
周
辺
対
策

事
業
の
内
容
に
つ
い
て

□A
　
白
石
畑
自
治
会
の
要
望
に

よ
り
、
生
活
道
路
、
排
水
路
、

農
道
の
整
備
を
行
う
。

■Ｑ　
産
婦
人
科
一
次
救
急
医
療

体
制
緊
急
整
備
の
現
在
の
状
況

に
つ
い
て

□A
　
休
日
、
夜
間
の
救
急
の
場

合
、
輪
番
制
で
診
て
い
た
だ
け

る
。
町
内
の
先
生
も
、
こ
の
体

制
の
な
か
に
入
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

■Ｑ　
し
尿
処
理
場
の
処
理
量
と

運
転
稼
働
時
間
の
関
係
に
つ
い

て
。
ま
た
、
夜
間
の
職
員
の
配

置
に
つ
い
て

□A
　
微
生
物
に
よ
り
、
分
解
処

理
を
し
て
い
る
。
処
理
は
昼
間

に
行
っ
て
い
る
が
、
微
生
物
の

関
係
で
24
時
間
稼
動
し
て
い

る
。
夜
間
は
自
動
運
転
を
し
て

お
り
、
何
か
異
常
が
あ
れ
ば
連

絡
が
入
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
る
。

■Ｑ
　
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
接
種
率
に
つ
い

て□A
　
予
算
で
は
、
62
％
を
見
込

ん
で
い
る
が
、
昨
年
12
月
末
で

は
53
・
４
％
と
少
し
落
ち
て
い

る
の
で
、
啓
発
に
努
め
た
い
。

【
　
農
林
水
産
業
費
　
】

■Ｑ　
白
石
畑
の
イ
ノ
シ
シ
対
策

に
つ
い
て
。
ま
た
、
ア
ラ
イ
グ

マ
の
出
没
に
つ
い
て

□A
　
農
作
物
の
被
害
が
出
て
い

る
の
で
、
捕
獲
わ
な
を
設
置
し

て
い
る
。
県
か
ら
講
師
を
招
い

て
、
３
回
の
講
習
会
を
行
い
、

現
地
調
査
も
し
、
イ
ノ
シ
シ
、

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
お
り
を
購

入
し
て
い
る
。
電
気
柵
を
設
置

す
る
た
め
の
補
助
を
要
望
し
て

い
る
。

■Ｑ　
奈
良
県
水
土
里
（
み
ど
り
）

Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
運
用
の
内
容

に
つ
い
て

□A
　
耕
作
放
棄
地
の
防
止
、
農

地
の
集
積
利
用
の
た
め
、
規
模

拡
大
や
新
規
参
入
を
目
指
す
経

営
者
に
、
農
地
の
情
報
提
供
を

行
え
る
よ
う
に
、
農
業
用
施
設

の
管
理
台
帳
と
し
て
利
用
す
る

も
の
で
あ
る
。

■Ｑ　
井
堰
補
修
工
事
の
請
負
費

の
詳
細
に
つ
い
て
、
ま
た
、
計

画
年
度
に
つ
い
て
。

□A
　
事
業
費
は
三
室
井
堰
５
０

０
万
円
、
峨
瀬
井
堰
７
０
０
万

円
の
う
ち
、
24
年
度
で
そ
れ
ぞ

れ
２
５
０
万
円
ず
つ
計
画
し
て

い
る
。
残
事
業
は
26
年
度
ま
で

に
行
う
予
定
で
あ
る

【
　
商
工
費
　
】

■Ｑ　
商
工
会
に
は
補
助
金
を

け
っ
こ
う
出
し
て
い
る
が
、
監

査
委
員
か
ら
も
以
前
か
ら
指
摘

の
あ
っ
た
経
営
に
つ
い
て
の
改

善
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

□A
　
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。

今
後
の
斑
鳩
町
の
観
光
・
商
工

の
活
性
化
に
向
け
た
基
盤
づ
く

り
へ
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

始
め
ら
れ
て
い
る
。

平成24年度予算を審査

▲遊休農地の解消に向け、そば等を
　サポーターとともに栽培。
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■Ｑ　
町
制
65
周
年
記
念
の
ふ
る

さ
と
秋
祭
り
の
実
行
委
員
会
と

の
協
議
の
状
況
に
つ
い
て

□A
　
昨
年
７
月
、
11
月
、
今
年

２
月
に
実
行
委
員
会
を
開
催
し

て
い
る
。
10
月
13
日
（
土
）
に

斑
鳩
小
学
校
で
行
う
こ
と
が
決

定
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
４
つ
の
部
会
で

協
議
さ
れ
る
。

■Ｑ　
商
工
業
者
債
務
保
証
料
補

給
の
こ
れ
ま
で
の
推
移
と
予
算

の
関
係
に
つ
い
て

□A
　
平
成
22
年
度
は
補
給
件
数

38
件
で
、
２
９
８
万
９
２
９
０

円
、
23
年
度
は
２
月
末
現
在
で
、

24
件
で
１
４
９
万
９
６
８
２
円

と
な
っ
て
お
り
、
24
年
度
は
少

し
減
っ
て
い
る
。

【
　
土
木
費
　
】

■Ｑ　
道
路
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

構
築
の
内
容
に
つ
い
て
。
ま
た
、

事
業
年
度
と
地
下
埋
設
物
の
情

報
と
の
一
元
化
に
つ
い
て

□A
　
紙
ベ
ー
ス
で
管
理
し
て
い

る
道
路
台
帳
な
ど
を
デ
ー
タ
化

し
て
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
取
り
扱
い
が
可

能
と
な
り
、
他
の
デ
ー
タ
と
組

み
合
わ
せ
た
り
、
地
下
埋
設
物

の
情
報
も
一
元
管
理
が
可
能
と

考
え
て
い
る
。

■Ｑ　
法
隆
寺
線
の
歩
道
照
明
の

設
置
の
詳
細
に
つ
い
て

□A
　
設
置
個
数
は
20
基
で
、ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
を
考
え
て
い
る
。

■Ｑ　
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

の
策
定
の
概
略
に
つ
い
て

□A
　
町
営
住
宅
の
基
本
的
な
方

向
や
、
今
後
の
活
用
方
針
、
管

理
方
針
な
ど
を
定
め
て
、
修
繕
、

耐
震
化
な
ど
の
改
善
事
業
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
作
成
し
て
い

く
。■Ｑ　

ま
ち
な
か
観
光
の
今
後
の

展
開
に
つ
い
て

□A
　
町
内
に
現
存
す
る
歴
史
的

な
町
並
み
の
保
全
と
活
用
を
図

る
こ
と
を
方
針
と
し
、
そ
こ
に
、

新
た
な
魅
力
を
創
出
し
、
地
区

の
活
性
化
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

■Ｑ　
特
殊
建
築
物
定
期
検
査
業

務
委
託
の
内
容
に
つ
い
て
。
ま

た
、
特
殊
建
築
物
の
定
義
に
つ

い
て□A　

町
営
住
宅
の
定
期
的
な
検

査
を
し
て
、
提
出
義
務
が
あ
る

の
で
委
託
す
る
。
ま
た
、
定
義

に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
の
建

物
に
つ
い
て
、
３
年
に
１
度
、

県
が
調
査
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
年
度
に
よ
っ
て
検
査
す
る

建
物
戸
数
に
違
い
が
あ
り
、
予

算
は
変
動
す
る
。

■Ｑ　
委
託
料
が
多
い
が
、
基
本

的
に
は
入
札
と
な
る
の
か
。

□A
　
基
本
的
に
は
入
札
を
す
る

よ
う
に
な
る
。

■Ｑ　
草
刈
の
あ
と
の
焼
却
処
分

に
つ
い
て

□A
　
町
と
県
が
行
う
草
刈
に
つ

い
て
は
、
焼
却
し
て
い
な
い
が
、

国
が
行
う
草
刈
は
河
原
な
ど
で

焼
却
し
て
い
る
。
申
し
入
れ
は
、

引
き
続
き
し
て
い
く
。

【
　
消
防
費
　
】

■Ｑ　
操
法
大
会
出
場
費
用
の
内

容
と
時
期
に
つ
い
て

□A
　
９
月
５
日
に
県
大
会
が
あ

り
、
そ
れ
に
出
場
す
る
た
め
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

■Ｑ　
防
災
情
報
メ
ー
ル
シ
ス
テ

ム
へ
の
登
録
者
の
状
況
に
つ
い

て□A
　
昨
年
12
月
末
現
在
で
、
１

８
１
１
件
に
な
っ
て
い
る
。

■Ｑ　
消
防
の
広
域
化
の
問
題
で

会
議
が
行
わ
れ
て
も
、
西
和
７

町
の
代
表
で
あ
る
王
寺
町
が
出

席
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

□A
　
７
町
の
協
議
会
で
も
い
ろ

い
ろ
意
見
を
言
っ
て
い
る
が
、

管
理
者
は
王
寺
町
の
町
長
で
、

副
管
理
者
は
平
群
町
の
町
長
だ

が
、
し
っ
か
り
と
責
任
を
も
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
　
教
育
費
　
】

■Ｑ　
小
・
中
学
校
で
30
人
学
級

が
拡
充
さ
れ
る
な
か
で
、
幼
稚

園
に
つ
い
て
も
き
め
細
か
な
指

導
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

□A
　
各
幼
稚
園
の
教
室
数
に
限

り
が
あ
り
、
30
人
学
級
を
実
施

す
る
と
、
入
園
に
制
限
が
加
わ

る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
30
人

学
級
や
少
人
数
指
導
な
ど
研
究

し
て
い
き
た
い
。

■Ｑ　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
に
伴
う
跡
地
利
用

に
つ
い
て

□A
　
敷
地
内
の
建
造
物
は
撤
去

し
て
、
土
地
は
処
分
し
て
い
き

た
い
。

■Ｑ　
町
民
体
育
大
会
の
説
明
会

の
も
ち
方
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変

更
な
ど
に
つ
い
て

□A
　
今
回
か
ら
全
種
目
自
由
参

加
と
し
た
こ
と
か
ら
、
自
治
会

に
対
し
て
順
次
説
明
会
を
行
っ

た
。■Ｑ　

幼
稚
園
の
プ
ー
ル
改
修
の

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
の
安
全
性
に
つ
い
て

□A
　
掃
除
が
行
き
届
か
な
い
場

合
に
は
滑
る
こ
と
も
あ
る
が
、

通
常
の
使
用
で
は
、
特
に
滑
り

や
す
い
も
の
で
は
な
い
。

■Ｑ　
中
学
校
の
維
持
管
理
費
の

修
繕
料
が
大
き
く
跳
ね
上
が
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

□A
　
中
学
校
の
体
育
館
の
整
備

で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ル
ー

ル
改
正
と
床
の
傷
み
か
ら
、
床

面
の
塗
り
替
え
を
行
う
。

■Ｑ　
東
小
学
校
の
南
側
に
設
置

す
る
門
扉
の
防
犯
上
の
問
題
に

つ
い
て

□A
　
登
下
校
の
際
に
門
を
あ
け

て
、
学
校
職
員
や
用
務
員
が
、

そ
こ
に
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
以

▲

床
面
の
塗
り
替
え
が
行
わ
れ
る
予

　
定
の
中
学
校
の
体
育
館

❻
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外
の
と
き
は
、
施
錠
し
て
お
く

の
で
、
問
題
な
い
と
考
え
て
い

る
。

 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

■Ｑ　
国
保
の
県
単
一
化
の
動
向

に
つ
い
て
。
ま
た
、
県
で
の
会

議
に
出
席
す
る
職
員
に
つ
い
て

□A
　
現
在
、
県
と
市
町
村
の
実

務
者
レ
ベ
ル
で
、
検
討
調
整
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
27
年
を
め

ど
に
、
保
険
料
の
統
一
化
を
目

指
し
て
い
る
。
会
議
に
は
、
各

代
表
と
な
っ
て
い
る
市
町
村
長

が
出
席
し
、
全
市
町
村
の
担
当

課
長
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
入
っ

て
い
る
。

■Ｑ　
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

の
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
方

に
つ
い
て

□A
　
平
成
20
年
は
32
・
１
％
、

21
年
は
27
・
８
％
、
22
年
は

29
％
と
な
っ
て
お
り
、
24
年
度

は
45
％
の
目
標
で
あ
る
。

■Ｑ　
介
護
納
付
金
も
す
で
に
赤

字
と
な
っ
て
い
る
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
支
援
金
分
で
の
赤

字
の
状
況
に
つ
い
て

□A
　
23
年
度
に
引
き
続
き
、
２

０
０
０
万
円
近
く
の
赤
字
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

 

大
字
龍
田
財
産
区
特
別
会
計

■Ｑ　
こ
の
会
計
の
お
金
が
な
く

な
っ
た
時
に
ど
う
し
て
い
く
の

か
を
想
定
し
て
十
分
検
討
し
て

ほ
し
い
。

□A
　
こ
の
財
産
区
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
以
前
か
ら
重
要
な
検

討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
堤
防

部
分
は
町
の
財
産
だ
が
、
近
隣
、

関
係
者
と
の
協
議
を
し
て
い

く
。

 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

■Ｑ　
下
水
道
台
帳
作
成
業
務
の

委
託
料
の
減
は
な
ぜ
な
の
か
。

□A
　
平
成
23
年
度
の
整
備
延
長

は
４
・
８
km
だ
っ
た
が
、
24
年

度
は
３
・
７
km
の
整
備
で
距
離

が
短
く
な
っ
て
い
る
。

■Ｑ　
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

更
新
料
が
大
き
く
増
に
な
っ
て

い
る
が
、
何
年
で
更
新
す
る
の

か
。
ま
た
チ
ェ
ッ
ク
の
ポ
イ
ン

ト
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

□A
　
５
年
に
１
回
の
更
新
で
、

24
年
度
で
は
、
１
件
１
万
円
の

22
件
の
更
新
を
見
込
ん
で
い

る
。
責
任
技
術
者
の
確
認
と
営

業
活
動
に
滞
り
が
な
い
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

■Ｑ　
工
事
の
距
離
が
短
く
な
っ

て
い
る
の
に
、
地
下
埋
設
物
の

移
設
補
償
が
多
額
に
な
っ
て
い

る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

□A
　
ガ
ス
管
、
水
道
管
な
ど
の

移
設
に
係
る
補
償
は
、
路
線
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
24
年

度
は
、
昭
和
町
の
堤
防
路
線
の

ガ
ス
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
て
い
る
。
　

 

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

■Ｑ　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
諸

費
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る

理
由
に
つ
い
て

□A
　
要
支
援
１
・
２
と
認
定
を

受
け
た
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
だ

が
、
出
現
率
や
現
在
の
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
状
況
か
ら
計
上
し
て

い
る
。

■Ｑ　
介
護
予
防
住
宅
改
修
給
付

の
対
象
件
数
に
つ
い
て

□A
　
１
件
20
万
円
の
限
度
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
18
万
円
を
約

23
件
の
金
額
で
あ
げ
て
い
る
。

■Ｑ　
保
険
料
の
条
例
改
正
の
議

案
が
今
の
議
会
に
提
出
さ
れ
て

い
る
な
か
で
、
予
算
編
制
時
と

ず
れ
が
あ
る
が
、
予
算
書
の
歳

入
歳
出
が
実
態
と
あ
っ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

□A
　
12
月
上
旬
の
情
報
を
も
と

に
、
予
算
を
作
成
し
た
が
、
国

か
ら
の
改
定
の
情
報
が
１
月
下

旬
か
ら
２
月
上
旬
に
き
て
お

り
、
最
終
的
に
事
業
計
画
を
策

定
し
た
の
は
、
２
月
27
日
な
の

で
、
実
態
と
あ
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　   ■Ｑ　
24
年
度
は
保
険
料
が
上

が
っ
て
い
る
が
、
平
均
す
れ
ば

ど
の
程
度
の
値
上
げ
幅
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

□A
　
今
回
の
保
険
料
改
定
で
、

町
の
平
均
賦
課
額
は
８
万
１
４

０
０
円
程
度
で
、
平
均
８
・

96
％
上
が
る
。

 

　
水
道
事
業
会
計

■Ｑ　
北
部
配
水
池
の
改
修
工
事

を
す
る
時
の
隣
接
道
路
の
形
態

と
打
ち
合
わ
せ
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

□A
　
里
道
と
私
有
地
に
な
っ
て

い
る
が
、
地
権
者
の
方
と
は
協

議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
る

程
度
の
了
解
は
い
た
だ
い
て
い

る
。■Ｑ　

損
益
計
算
書
を
見
る
限

り
、
良
好
な
経
営
状
態
な
の
で
、

積
極
的
に
老
朽
化
し
た
石
綿
管

の
更
新
な
ど
を
や
っ
て
ほ
し

い
。□A　

町
民
の
生
活
に
影
響
が
あ

る
の
で
、
安
心
・
安
全
の
給
水

の
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
く
対

応
し
て
い
き
た
い
。

■Ｑ　
余
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
委

託
の
詳
細
に
つ
い
て

□A
　
水
道
事
業
体
が
保
有
す
る

資
源
、
資
産
を
利
用
し
て
、
再

生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
れ

だ
け
生
み
出
せ
る
か
。
ま
た
、

ど
ん
な
活
用
方
法
が
あ
る
か
調

査
を
す
る
。

　

　
　
　（
里
川
委
員
長
記
）
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議
員
　
斑
鳩
町
で
は
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長
　
当
町
の
地
理
的

条
件
な
ど
を
考
え
る
と
、
風
力
発

電
や
地
熱
発
電
な
ど
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。太
陽
光
発
電
や
太
陽

光
熱
利
用
、小
水
力
発
電
、バ
イ
オ

マ
ス
発
電
な
ど
が
、
当
町
で
利
用

が
期
待
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　 

今
後
の
地
球
環
境
を
考
え
る

上
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。常
に
最
新
の
情
報
収
集

に
努
め
、
活
用
に
向
け
て
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員
　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
普
及
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

住
民
生
活
部
長
　
当
町
で
は
、
風

致
地
区
内
の
一
部
地
域
で
設
置
規

制
の
問
題
が
あ
り
、
補
助
の
公
平

性
が
保
た
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
現
在
町
独
自
の
太
陽
光
発
電

の
補
助
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。し
か
し
、近
年
の
環
境
意

識
の
高
ま
り
や
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
る
電
力
需
要
へ
の
対
応

な
ど
、
太
陽
光
発
電
に
対
す
る
社

会
的
な
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
状

況
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
町
と
同

様
に
風
致
地
区
を
有
す
る
奈
良

市
、明
日
香
村
、奈
良
県
と
景
観
と

環
境
の
調
和
の
あ
り
方
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
お
り
、
平
成
25
年

４
月
の
施
行
を
目
指
し
て
風
致
地

区
内
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備

の
設
置
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。今

後
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ま
と

ま
っ
て
き
ま
し
た
ら
町
独
自
の
太

陽
光
発
電
の
補
助
制
度
創
設
に
つ

い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
先
日
、
町
内
業
者
の
方
か

ら
、風
致
地
区
内
の
ご
家
庭
で
、景

観
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
庭
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
よ
う
と
し

た
が
、
そ
れ
で
も
県
か
ら
許
可
が

出
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。風
致
地
区
だ
か
ら
と

い
っ
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

が
で
き
な
か
っ
た
り
、ま
た
、特
殊

な
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
使
用
せ
ね
ば

な
ら
ず
、
風
致
地
区
の
方
だ
け
負

担
が
重
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
県
と
の
協
議
の
な
か

で
改
善
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

 

議
員
　
地
方
自
治
法
第
一
九
九
条

第
10
項
で
は
、監
査
委
員
は
、監
査

の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
普
通
地

方
公
共
団
体（
斑
鳩
町
）の
組
織
及

び
運
営
の
合
理
化
に
資
す
る
た

め
、
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告

に
添
え
て
、
そ
の
意
見
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
町
長
は「
監
査
の
中
で

受
け
た
意
見
や
指
摘
事
項
に
対
し

て
は
、
今
後
の
行
政
運
営
を
進
め

て
行
く
中
で
充
分
に
配
慮
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
議
会
招
集
の
あ
い

　本定例会での一般質問は、３月６日・７日の両日、７人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

２日間で延べ２０人の方が傍聴に来られました。　　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

木　澤　正　男  議員

監査結果報告と
　組織及び運営の合理化!!

▲太陽光パネル

小 　野　隆　雄  議員

一 般 質 問

❽
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さ
つ
で
述
べ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
監
査
報
告
書
の『
Ⅲ
．

報
告
に
添
え
る
意
見
』
へ
の
認
識

と
対
応
を
問
う
。

総
務
部
長
　
本
町
で
は
分
権
型
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
に
変
容
さ

せ
て
い
く
た
め
、
そ
の
担
い
手
で

あ
る
職
員
自
身
の
能
力
開
発
と
意

識
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。平
成
21
年
度
か
ら
試
行
的

に
、人
事
考
課
制
度
を
実
施
し
、職

員
自
身
の
行
動
や
業
務
の
改
善
に

関
し
て
「
気
づ
き
」
を
与
え
た
り
、

お
互
い
に
業
務
を
遂
行
す
る
上
で

の
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
な
ど
、

組
織
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、各
種
の
一

般
研
修
や
専
門
研
修
に
参
加
し
、

政
策
形
成
能
力
、
業
務
遂
行
能
力

な
ど
を
高
め
、
職
員
の
資
質
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

議
員
　
各
種
研
修
会
へ
の
参
加
も

大
切
で
す
が
、
以
前
の
よ
う
に
県

等
へ
の
出
向
制
度
で
の
研
修
が
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
も
重
要
と
思

う
が
、そ
の
認
識
を
問
う
。

副
町
長
　
奈
良
県
等
へ
の
実
務
研

修
員
の
派
遣
は
、
実
務
を
通
じ
て

の
専
門
的
知
識
の
取
得
や
能
力
の

開
発
、
県
職
員
や
研
修
員
同
士
の

情
報
交
換
な
ど
、
今
後
の
業
務
遂

行
に
大
き
く
役
立
つ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。し
か
し
平
成
16
年
４
月

以
降
は
、
職
員
数
の
削
減
に
努
め

て
き
た
こ
と
か
ら
、
業
務
に
支
障

を
来
す
こ
と
が
な
い
よ
う
職
員
の

派
遣
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。な

お
、
本
年
は
相
互
派
遣
実
務
研
修

に
よ
り
、
職
員
１
名
を
県
に
派
遣

す
る
内
容
で
調
整
を
進
め
て
お

り
、次
年
度
以
降
も
、町
行
政
の
適

正
か
つ
能
率
的
な
運
営
に
資
す
る

た
め
、
派
遣
を
行
う
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
法
隆
寺
線
と
服
部
道
の
交
差
点

に
横
断
歩
道
を
と
の
地
元
要
望

に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

※
避
難
施
設
で
も
あ
る
中
央
公
民

館
の
駐
車
場
の
開
放
に
つ
い
て

 

議
員
　
教
育
方
針
に
つ
い
て
「
知

育
・
徳
育
・
体
育
・
食
育
」
に
つ

い
て
の
教
育
長
と
し
て
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
平
成
20
年
３
月
、
小
学

校
・
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が

公
示
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、そ
れ

ま
で
の
「
ゆ
と
り
教
育
」
を
見
直

し
、
各
教
科
の
授
業
時
間
数
を
増

加
さ
せ
、「
生
き
る
力
」を
積
極
的

に
育
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
お

い
て
も
、「
知
育
・
徳
育
・
体
育
」

は
重
要
な
骨
組
み
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
食
育
」に
つ
い
て
も
、従

来
は
県
費
の
学
校
栄
養
職
員
の
配

置
が
な
か
っ
た
学
校
へ
平
成
23
年

度
に
３
人
の
学
校
栄
養
士
を
町
費

で
配
置
し
、
小
・
中
学
校
の
５
校

す
べ
て
に
栄
養
士
を
配
置
す
る
こ

と
が
で
き
、
児
童
・
生
徒
へ
の
食

育
や
栄
養
管
理
を
積
極
的
に
進
め

る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

議
員
　
国
の
政
権
交
代
後
、
小
・

中
学
校
で
道
徳
の
教
材
に
使
わ
れ

て
い
た「
心
の
ノ
ー
ト
」の
配
布
が

平
成
22
年
度
を
最
後
に
廃
止
さ
れ

た
と
聞
き
ま
す
が
、
当
町
と
し
て

は
、
現
在
ど
の
よ
う
に
道
徳
教
育

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長
　「
心
の
ノ
ー
ト
」は
、
平

成
22
年
度
で
国
か
ら
の
配
布
は
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
文
部
科
学
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。今
年
度
も
必

要
な
部
分
を
児
童
・
生
徒
に
配
布

し
て
お
り
、
今
後
も
道
徳
教
材
と

し
て
有
効
に
使
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
生
や

暮
ら
し
・
生
活
を
よ
り
豊
か
で
充

実
し
た
も
の
に
し
、
医
療
費
の
抑

制
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
地
域
と

の
連
携
が
図
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、町
民
の
誰
も
が
、い
つ

で
も
、ど
こ
で
も
、い
つ
ま
で
も
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る

よ
う
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実

現
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
員
　
ソ
フ
ト
な
ス
ポ
ー
ツ
は
町

民
の
健
康
対
策
に
な
る
は
ず
で
す

し
、
ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
は
観
光
振
興
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
の
町
づ
く
り
の
推
進

を
要
望
し
ま
す
。

教育行政について

伴　　　吉　晴  議員

町政ここが聞きたい
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議
員
　
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
北
西
の
県

道
大
和
高
田
斑
鳩
線
と
町
道
４
０

１
号
線
の
交
差
点
で
、
県
道
の
西

側
に
並
行
し
た
側
道
か
ら
県
道
に

出
る
場
合
、
ど
の
信
号
を
確
認
す

れ
ば
よ
い
の
か
。

都
市
建
設
部
長
　
こ
の
側
道
は
、

変
則
的
な
交
差
点
に
接
続
さ
れ
た

構
造
で
、西
和
警
察
署
は「
交
差
点

内
で
あ
る
」と
い
う
見
解
で
、側
道

か
ら
県
道
へ
進
入
す
る
場
合
は
、

い
ず
れ
の
信
号
に
も
よ
ら
ず
、
運

転
者
自
ら
左
右
等
の
安
全
確
認
を

十
分
行
っ
て
進
入
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
よ
い
と
の
こ
と
で
す
。

議
員
　
側
道
か
ら
左
折（
西
進
）す

る
時
、
停
止
線
に
止
ま
っ
て
い
る

車
が
あ
る
と
曲
が
れ
な
い
の
で
、

停
止
線
を
下
げ
ら
れ
な
い
の
か
。

都
市
建
設
部
長
　
交
差
点
西
側
町

道
の
停
止
線
の
位
置
は
、
西
に
下

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
幅
員
に

対
す
る
交
差
点
自
体
が
大
き
く
な

り
ま
す
。信
号
を
管
理
す
る
側
と

し
て
は
、
交
差
点
は
で
き
る
だ
け

コ
ン
パ
ク
ト
に
し
た
い
と
の
考
え

で
、
交
差
点
を
通
過
す
る
時
間
も

長
く
な
る
、
ま
た
円
滑
な
通
行
が

悪
く
な
る
た
め
、
停
止
線
の
位
置

を
後
退
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
側
道
用
信
号
機
を
設
置
で

き
な
い
の
か
。

都
市
建
設
部
長
　
県
道
と
町
道
の

信
号
機
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
割
り
振

ら
れ
た
時
間
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。新
た
に
信
号
機
を
設
置
し
た

場
合
、
時
間
を
割
り
振
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
信
号
全
体
の

サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
が
長
く
な
り
、

県
道
や
町
道
の
通
過
で
き
る
時
間

が
少
な
く
な
り
、
今
ま
で
通
過
で

き
て
い
た
車
両
が
停
止
し
渋
滞
延

長
が
長
く
な
る
た
め
、
現
状
で
は

側
道
に
信
号
機
は
設
置
で
き
な
い

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
交
差
点
南
側
の
跨
線
橋
ま

で
の
間
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
要

望
に
対
す
る
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

都
市
建
設
部
長
　
交
通
安
全
施
設

の
整
備
と
し
て
、
他
の
方
法
も
含

め
て
検
討
し
て
い
る
状
況
と
聞
い

て
お
り
、
早
く
整
備
さ
れ
る
よ
う

奈
良
県
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
道
路
か
ら
は
み
だ
し
た
看
板
に

つ
い
て

※
狭
隘
な
道
路
に
お
け
る
隅
切
り

に
つ
い
て

※
県
事
業
に
対
し
て
住
民
の
要
望

の
聞
き
入
れ
に
つ
い
て

 

議
員
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
移
動

手
段
が
な
い
高
齢
者
を
中
心
と
し

た「
買
い
物
弱
者
」が
増
え
て
い
ま

す
。車
の
運
転
が
で
き
ず
家
族
の

支
援
も
得
ら
れ
ず
に
、
食
品
な
ど

の
買
い
物
に
困
る
高
齢
者
の
方
に

と
っ
て
は
深
刻
な
状
況
で
す
。今
、

「
買
い
物
弱
者
」
の
現
状
を
検
証

し
、
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。町
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長
　
高
齢
者
等
の
交

通
手
段
は
、
家
族
の
中
で
支
え
合

い
、
地
域
の
中
で
協
力
し
合
う
こ

と
が
必
要
で
す
。ま
た
買
い
物
環

境
の
充
実
に
つ
い
て
、
将
来
の
買

い
物
弱
者
対
策
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
も

ち
、今
後
、方
策
を
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
高
齢
者
の
交
通
手
段
と
し

て
デ
マ
ン
ド
バ
ス（
注
）の
運
行
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
増
便
や
活

用
等
、
さ
ら
に
地
域
の
事
業
者
の

ご
協
力
を
得
る
こ
と
に
よ
り
「
買

い
物
弱
者
の
解
消
」
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
が
、
町
の
考
え
方
を

伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長
　
身
近
な
地
域
で

暮
ら
し
を
支
え
る
日
常
的
な
買
い

物
環
境
が
整
う
よ
う
、現
在
、運
行

し
て
い
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
充
実
に
向
け
、
平
成
24
年
度
か

ら
地
域
に
あ
わ
せ
た
支
援
や
商
業

者
と
の
連
携
な
ど
総
合
的
な
取
組

み
を
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
将
来
の
高
齢
者
福
祉
政
策

の
充
実
と
な
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。ミニ解説「デマンドバス」

　電話等による複数の利用者
の希望乗降地点・時刻の要求に
応じて、経路を選定して、希望
乗車点へ迎えに行く形で運行
するバス。

▲JR法隆寺駅北西の交差点

「買い物弱者」のための
　　　交通手段の確保を

交
差
点
の
円
滑
な
通
行
を

宮　﨑　和　彦  議員

飯　髙　昭　二  議員

一 般 質 問
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気
軽
に
相
談
で
き
る

不
妊
・
不
育
治
療
の
相
談
体
制
を

議
員
　
平
成
22
年
の
定
例
議
会
で

「
不
妊
・
不
育
治
療
費
の
公
費
助

成
と
安
心
し
て
検
査
を
受
け
や
す

い
環
境
づ
く
り
」
に
つ
い
て
一
般

質
問
し
、こ
の
た
び
、一
般
不
妊
・

不
育
治
療
費
の
一
部
助
成
を
す
る

方
向
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方

で
は
、
治
療
が
長
期
と
な
り
精
神

面
で
の
負
担
に
よ
り
、
健
康
を
害

す
る
傾
向
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、不
安
の
軽
減
の
た
め
に「
気
軽

に
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
体

制
」が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、町
の

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長
　
保
健
セ
ン
タ
ー

の
保
健
師
等
に
よ
り
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
、
子
ど
も
を
望
む

夫
婦
に
と
っ
て
気
軽
に
相
談
で
き

る
窓
口
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　そ
の
他
の
質
問

※
学
校
施
設
の
防
災
機
能
強
化
と

地
域
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て

※
自
転
車
の
走
行
環
境
に
つ
い
て

※
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い
て

議
員
　
最
近
、
町
内
の
消
防
器
具

格
納
箱
か
ら
筒
先
や
ス
タ
ン
ド
パ

イ
プ
が
盗
ま
れ
る
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
が
、
町
で
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
さ
れ
て
い
る
か
お
聞
き

し
ま
す
。

町
長
　
盗
難
に
あ
わ
れ
た
自
治
会

に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
措
置
を

で
き
る
よ
う
な
体
制
を
と
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
は
、
今
ま
で
ど
お
り
３

分
の
２
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

議
員
　
盗
難
に
あ
っ
た
自
治
会
に

と
っ
て
、
消
防
器
具
の
購
入
費
用

は
か
な
り
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
費
用
に
つ
い
て
、

全
額
補
助
は
で
き
な
い
か
お
聞
き

し
ま
す
。

総
務
部
長
　「
斑
鳩
町
消
防
施
設

整
備
事
業
等
補
助
金
交
付
要
綱
」

の
規
定
で
は
、
器
具
購
入
事
業
に

対
し
て
、
３
分
の
２
以
内
の
交
付

基
準
と
な
っ
て
お
り
、
周
辺
の
町

と
比
較
し
て
も
充
実
し
た
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
充
実
し
た
制
度
と
の
こ
と

で
す
が
、そ
れ
で
は
、消
防
器
具
が

盗
難
さ
れ
な
い
よ
う
、
周
知
や
呼

び
か
け
等
の
啓
発
を
さ
れ
て
い
る

か
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
火
災
発
生
時
に
お
い

て
、
迅
速
な
初
期
消
火
を
す
る
た

め
、
格
納
箱
の
鍵
を
か
け
て
お
く

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
自
治
会

に
お
い
て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

日
ご
ろ
の
器
具
点
検
を
強
化
し
て

維
持
管
理
に
注
意
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
自
治
会
内
で
消
防
器

具
等
の
盗
難
が
あ
っ
た
と
き
等

は
、西
和
警
察
署
へ
の
通
報
、盗
難

の
届
出
等
の
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
町
と
し
て
は
、
周
知
文
書

の
送
付
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
等
、
盗
難
を
防
止
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
消
防
器
具
は
火
災
発
生
時

に
お
い
て
必
要
不
可
欠
で
、
効
果

的
な
盗
難
防
止
策
が
な
い
か
、
他

町
の
こ
と
も
参
考
に
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。ま
た
、自
治
会
に
落
ち

度
は
な
く
、
盗
難
と
い
う
不
可
抗

力
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
購

入
費
用
の
全
額
補
助
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
要
望
し
て
お
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て

※
生
ご
み
の
分
別
収
集
モ
デ
ル
事

業
に
つ
い
て

▲

消
防
器
具
の
格
納
箱

消
防
器
具
の
盗
難
に
つ
い
て

坂　口　　　徹  議員

議会を傍聴してみませんか！
　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、本会議の会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩
町立図書館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3
階です

町政ここが聞きたい
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議
員
　
平
成
24
年
度
は
介
護
保
険

と
後
期
高
齢
者
医
療
の
制
度
改
正

が
同
時
に
行
わ
れ
る
。

　
介
護
保
険
の
給
付
量
は
１
２

２
％
増
の
見
込
み
で
、
年
間
基
準

保
険
料
が
20
％
以
上
値
上
げ
さ

れ
、後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、平
均

８
・
9
6
％
の
値
上
げ
と
な
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
大
幅

な
値
上
げ
の
負
担
増
で
、
生
活
が

圧
迫
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
み
ん
な
が
必
ず
使
う
医
療

の
保
険
料
と
、
使
う
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
介
護
保
険
料
を
比
較
し

て
、
無
収
入
・
低
所
得
の
方
々
の

保
険
料
で
は
、
介
護
保
険
料
の
方

が
高
く
な
り
、
皆
さ
ん
は
納
得
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

住
民
生
活
部
長
　
こ
れ
ら
の
社
会

保
険
料
は
、
給
付
に
見
合
う
額
の

設
定
を
行
う
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
で
は
、
均
等
割
と
所
得
割
の
２

本
立
て
で
、
年
額
保
険
料
は
４
４

０
０
円
か
ら
最
高
55
万
円
ま
で
細

か
く
計
算
さ
れ
て
額
が
決
ま
る

が
、
介
護
保
険
料
は
段
階
別
の
定

額
保
険
料
と
な
っ
て
い
る
。年
額

２
万
８
７
０
０
円
か
ら
12
万
３
２

０
０
円
と
幅
が
小
さ
く
設
定
さ
れ

て
お
り
、
所
得
の
多
い
人
は
後
期

高
齢
者
医
療
の
方
が
高
く
な
り
、

所
得
の
低
い
人
は
介
護
保
険
の
方

が
高
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
あ

る
。こ
の
よ
う
に
値
上
げ
と
な
っ

た
状
況
を
十
分
に
周
知
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員
　
医
療
も
介
護
も
、
入
院
・

入
所
で
な
く
、
在
宅
を
中
心
に
と

い
い
な
が
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の

単
位
時
間
を
短
縮
し
た
り
、
冠
婚

葬
祭
で
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
な

か
な
か
使
え
な
い
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

住
民
生
活
部
長
　
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

は
、
現
行
の
最
少
時
間
は
30
分
未

満
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
20

分
未
満
と
な
り
、
30
分
以
上
60
分

未
満
は
、20
分
以
上
45
分
未
満
に
、

60
分
以
上
は
45
分
以
上
と
な
る
。

単
位
に
合
わ
せ
て
報
酬
も
下
が
る

が
、
現
行
で
ぎ
り
ぎ
り
の
時
間
で

あ
っ
た
場
合
、
単
位
時
間
を
増
や

す
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
、
か
え
っ

て
給
付
を
増
や
す
結
果
に
な
ら
な

い
か
と
い
う
心
配
が
あ
る
。ま
た
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
す
で
に
利
用

し
て
い
る
人
が
多
く
、
新
規
利
用

や
持
病
の
関
係
で
利
用
が
難
し
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
今
後
の
利
用
に

つ
い
て
は
新
規
事
業
者
に
施
設
増

を
お
願
い
す
る
な
ど
、
努
め
て
い

き
た
い
。

議会の日程

介護保険・後期高齢者医療の
　　 保険料大幅値上げは
　　　 問題点がいっぱい

里 川 宜 志 子  議員

一
般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

◇
開
会
時
間
は
午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
※

は
本
会
議
終
了
後
）。

　
日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

℡
74
１
０
０
１
　
内
線
３
０
２

開
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
事
情
に
よ
り

開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日（
木
）

日（
金
）

日（
月
）

日（
水
）

日（
木
）

日（
金
）

日（
月
）

日（
水
）

78111314151820 6
月4

日（
月
）本
会
議
初
日（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、

　
　
　
　 

議
案
上
程
）、※
広
報
発
行
常
任
委
員
会

６
月
議
会
の
予
定

臨
時
議
会
の
予
定

５
月
11
日（
金
）

一 般 質 問
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▲

国
道
25
号
の
中
宮
寺
前
交
差
点
か

　
ら
中
宮
寺
前
バ
ス
停
の
区
間

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
認
定
第
１
号
、
町
道
認
定
に
つ

い
て

（
要
旨
）

　
町
道
１
９
２
号
線
、
３
０
１
４

号
線
、
４
０
５
７
号
線
の
３
つ
の

路
線
に
つ
い
て
、新
た
に
「
町
道
」

と
し
て
認
定
し
て
い
く
。

（
質
疑
）

　
町
道
認
定
の
基
準
に
つ
い
て

（
結
果
）

　
満
場
一
致
で
原
案
ど
お
り
認

定
。

　
継
続
審
査
案
件

◎
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

①
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　
各
路
線
と
も
年
度
内
の
完
了
に

む
け
て
順
調
に
工
事
を
す
す
め
て

い
る
こ
と
、
ま
た
２
月
末
現
在
の

接
続
率
は
62
・
７
％
で
あ
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
稲

葉
車
瀬
区
間
の
白
山
神
社
付
近
の

道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、
順

調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
岩
瀬
橋

付
近
の
道
路
取
り
付
け
に
か
か
る

工
事
が
工
事
発
注
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。

　
ま
た
、
岩
瀬
橋
か
ら
三
室
交
差

点
ま
で
の
間
の
道
路
計
画
の
検
討

が
引
き
続
き
進
め
ら
れ
て
い
る
。

五
百
井
・
興
留
区
間
で
は
、
周
辺

自
治
会
に
対
し
事
業
の
状
況
と
道

路
計
画
に
つ
い
て
説
明
会
が
行
わ

れ
た
と
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
法
隆
寺
線
整
備
事
業

で
は
、
国
道
25
号
取
り
付
け
部
分

の
地
権
者
と
現
地
で
確
認
・
協
議

を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

（
質
疑
）

Ｑ
　
三
室
交
差
点
の
計
画
が
、
固

ま
っ
た
と
理
解
し
て
い
い
の
で
す

か
。

Ａ
　
地
元
と
も
警
察
と
も
協
議
を

し
て
お
り
、
警
察
と
の
協
議
で
計

画
を
修
正
し
て
、
一
応
了
承
を
得

ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
今

後
、
地
域
の
自
治
会
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
交
差
点
の
計
画
を
固
め

て
い
く
状
況
で
す
。

Ｑ
　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

予
定
区
間
４
・
７
km
の
う
ち
、
モ

デ
ル
区
間
も
入
れ
て
、
ど
の
く
ら

い
の
用
地
が
国
の
所
有
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

Ａ
　
国
は
、
全
体
の
用
地
の
36
％

を
取
得
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

③
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
北
口
の
町
道
３
１
２
号
線
の
整

備
に
つ
い
て
、
地
権
者
と
協
議
中

で
あ
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
国
道
25
号
歩
道
整
備
に
つ
い
て

　
竜
田
大
橋
前
後
で
事
業
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
用
地
取
得
に
向
け

て
事
務
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
交
渉
が
ま
と
ま
っ
た
地
権
者

と
順
次
契
約
を
締
結
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
質
疑
）

Ｑ
　
町
内
の
、
他
の
区
間
の
国
道

25
号
歩
道
整
備
の
状
況
に
つ
い
て

も
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
法
隆
寺
の
方
面
に
つ
い
て

は
、
現
在
具
体
的
な
進
展
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
国
で
来
年
度
の
予
算

要
求
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
ど
の
箇
所
を
ど
う
い
う
形
で
進

め
て
い
た
だ
く
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
国
と
協
議
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
中
宮
寺
前
交
差
点
か
ら

中
宮
寺
前
バ
ス
停
の
区
間
に
つ
い

て
は
、
用
地
買
収
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
方
向
で
土
地
所
有
者
の
方
と

話
し
合
い
を
す
す
め
て
い
る
状
況

で
す
。

　
そ
の
他
、
委
員
か
ら
の
質
問
に

町
か
ら
回
答
が
あ
り
、
審
議
を
深

め
ま
し
た
。

（
紀
委
員
長
記
）

　
建
設
水
道
常
任
委
員
会
は
３
月
13
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
会
議
か
ら
の
付
託
議
案
１
件
と
、
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
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厚 生常任委員会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
７
号
　
斑
鳩
町
保
育
の

実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
税
制
改
正
で
年
少
扶
養
控
除
等

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
税

額
と
連
動
し
て
い
る
保
育
所
保
育

料
の
決
定
に
影
響
が
生
じ
る
た

め
、
こ
れ
ら
控
除
が
あ
る
も
の
と

し
て
再
計
算
し
た
税
額
を
用
い
て

保
育
所
保
育
料
を
決
定
す
る
よ

う
、
国
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
斑
鳩
町
の
保
育
料
の
計
算

方
法
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）　
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
議
案
第
８
号
　
斑
鳩
町
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

定
め
る
保
険
給
付
の
推
計
量
に
基

づ
き
、
介
護
保
険
料
の
総
額
が
推

計
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年

度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
保
険
料
率

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
民
税
非
課
税
の
場
合

の
保
険
料
率
軽
減
の
特
例
を
設
け

る
改
正
で
す
。

（
結
果
）　
討
論
を
行
い
、
採
決
し

た
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
陳
情
第
１
号
　
障
害
者
総
合
福

祉
法
の
制
定
を
求
め
る
国
へ
の
意

見
書
に
つ
い
て
の
陳
情
書
に
つ
い

て　
委
員
か
ら
、
障
が
い
者
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
法
整
備

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
障
が
い

者
の
自
立
を
求
め
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
、
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

（
結
果
）　
満
場
一
致
で
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
ま
た
意

見
書
を
委
員
会
発
議
で
提
出
し
ま

し
た
。（
３
ペ
ー
ジ
に
意
見
書
）。

◎
陳
情
第
２
号
　「
こ
こ
ろ
の
健

康
を
守
り
推
進
す
る
基
本
法
」（
仮

称
）
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
採

択
の
お
願
い
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
で
、
精
神
疾
患
が

医
療
政
策
の
重
点
疾
患
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進

す
る
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
と

い
う
陳
情
で
す
。

（
結
果
）　
満
場
一
致
で
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
ま
た
意

見
書
を
委
員
会
発
議
で
提
出
し
ま

し
た
。（
３
ペ
ー
ジ
に
意
見
書
）。

　
継
続
審
査
案
件

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
･

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　
４
月
か
ら
、
可
燃
ご
み
が
委
託

処
理
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
焼
却

施
設
の
廃
止
ま
で
の
流
れ
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
ご
み
袋
の
指
定

袋
の
配
布
枚
数
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
第
５
期
斑
鳩
町
介
護
保
険
事

業
・
高
齢
者
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
の
介

護
保
険
の
運
営
方
針
や
サ
ー
ビ
ス

給
付
量
見
込
み
、
高
齢
者
福
祉
の

あ
り
方
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

○
第
３
期
障
害
福
祉
計
画
に
つ
い

て
　

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

き
、
平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
の

サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
、
地
域
生

活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
等
を
定

め
る
も
の
で
す
。

○
斑
鳩
町
食
育
推
進
計
画
に
つ
い

て　
食
を
基
本
と
し
た
健
康
で
心
豊

か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
５
年

間
の
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
助
成
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
、
高
校
２
年
生
に

な
る
人
ま
で
対
象
を
拡
大
し
、
全

額
助
成
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

す
。

（
宮
﨑
委
員
長
記
）

　３月１４日全委員出席のもと、本会議から
付託を受けた４議案を審議しました。また、
継続審査案件について調査しました。その主
な内容について報告します。

▲

30
年
間
の
操
業
を
終
え
た
衛
生
処

理
場
。3
月
30
日
に
焼
却
終
了
ボ
タ
ン

が
押
さ
れ
た
。
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委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
１
号
、
斑
鳩
町
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
設
置
条

例
に
つ
い
て

　
委
員
よ
り
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
、
町
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
な
ど
、
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
２
号
、
地
域
の
自
主
性

及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
３
号
、
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
４
号
、教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
５
号
、
斑
鳩
町
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
委
員
か
ら
、
国
が
法
律
を
か
え

て
、
地
方
の
住
民
に
増
税
ま
で
す

べ
き
も
の
か
疑
問
に
思
う
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
討
論
と
な
り
ま

し
た
。

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

◎
議
案
第
６
号
、
斑
鳩
町
立
青
少

年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

は
、
昭
和
60
年
の
開
設
以
来
、
大

雨
に
よ
る
３
度
の
土
砂
崩
落
災
害

が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
今
後
の

利
用
者
の
安
全
面
を
考
慮
し
、
セ

ン
タ
ー
の
廃
止
を
決
定
し
た
と
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
９
号
、
斑
鳩
町
消
防
団

員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

 
　
継
続
審
査
案
件

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
神
奈
川
県
小
田
原
市
と
の
交
流

展「
飛
鳥
時
代
の
斑
鳩
と
小
田
原
」

を
、
小
田
原
市
郷
土
文
化
館
で
開

催
し
て
お
り
、
広
く
斑
鳩
の
文
化

を
発
信
し
て
い
る
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○（
仮
称
）
地
域
交
流
館
に
つ
い

て　
平
成
23
年
度
の
進
捗
状
況
と
し

て
、
用
地
の
確
保
を
行
い
つ
つ
、

建
物
の
設
計
を
入
札
に
よ
り
業
務

委
託
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
な

が
ら
、
建
設
工
事
に
着
手
し
、
24

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
た
い
と

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、

・
今
後
の
地
域
交
流
館
の
管
理
体

制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の

か
。

・
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
高
齢

者
の
方
々
に
配
慮
さ
れ
た
設
計

と
な
っ
て
い
る
の
か
。

・
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
機

能
は
備
わ
っ
て
い
る
の
か
。

等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
理
事
者
か
ら
は
、
当
委
員
会
で

質
疑
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
今
後

検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他

○
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
活

動
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い

て○
投
票
所
（
第
４
投
票
所
）
の
変

更
に
つ
い
て

○
奈
良
県
及
び
市
町
村
職
員
の
相

互
派
遣
実
務
研
修
に
つ
い
て

○
郵
便
に
よ
る
競
争
入
札
の
適
用

範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て

な
ど
の
報
告
に
対
し
、
質
疑
・
意

見
が
あ
り
、
町
か
ら
一
定
の
回
答

が
あ
り
審
議
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　（
伴
委
員
長
記
）

　
３
月
15
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
７
議
案

を
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
課
報
告
事
項
と
し
て
諸
報
告
を
受
け
ま
し
た
の

で
、
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
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予 算決算常任委員会

　
委
員
会
付
託
議
案

付
託
議
案
（
議
案
第
10
号
か
ら
議

案
第
14
号
）
は
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決

◎
平
成
23
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
４

０
万
４
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

Ｑ
　
年
度
途
中
の
人
事
異
動
は
、

予
算
補
正
に
も
係
わ
る
の
で
、
議

会
も
報
告
を
受
け
、
把
握
し
て
お

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
今
後
は
報
告
を
し
ま
す
。

Ｑ
　
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
公
共

施
設
の
耐
震
化
工
事
の
今
後
の
計

画
に
つ
い
て

Ａ
　
学
校
の
耐
震
化
が
終
わ
れ

ば
、順
次
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

等
な
ど
多
数
の
質
疑
・
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
斑
鳩
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
94
万
９
千

円
を
追
加
す
る
も
の
。

◎
平
成
23
年
度
斑
鳩
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
０
７
９

万
８
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

　
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託
料

１
５
０
万
円
の
う
ち
、
国
庫
補
助

が
58
万
円
し
か
な
い
こ
と
に
つ
い

て
問
題
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
斑
鳩
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
３
９
万

６
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

◎
平
成
23
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ

い
て

　
企
業
債
償
還
金
を
24
万
４
千
円

を
追
加
す
る
も
の
。

　
各
課
報
告
事
項

◎
斑
鳩
町
の
財
務
書
類
（
平
成
22

年
度
決
算
）
に
つ
い
て

　
新
た
に
連
結
対
象
に
奈
良
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
追
加

さ
れ
た
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
の

見
方
、
行
政
コ
ス
ト
や
将
来
に
渡

る
負
担
率
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

○
そ
の
他
の
報
告
と
し
て

　
し
尿
処
理
場
の
運
営
管
理
業
務

に
係
る
入
札
は
、
指
名
し
て
い
た

５
社
が
全
て
、
入
札
の
前
日
ま
で

に
辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ
て
、
入

札
を
中
止
し
た
こ
と
、
再
入
札
に

取
り
組
み
、
４
月
以
降
次
の
入
札

完
了
ま
で
、
現
在
の
委
託
業
者
に

随
意
契
約
し
て
い
き
た
い
と
い
う

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

・
現
在
委
託
し
て
い
る
業
者
も
指

名
し
て
い
た
の
に
辞
退
し
て
き

て
い
る
の
に
、
ま
た
、
そ
こ
へ

委
託
す
る
の
は
お
か
し
い
。

・
現
在
請
け
負
っ
て
い
る
業
者
に

対
し
て
、
疑
問
を
も
っ
て
追
及

し
て
き
た
が
、
問
題
点
は
解
決

し
な
い
こ
と
に
な
る
。

・
不
透
明
な
運
営
に
町
が
追
随
す

る
こ
と
は
、
今
後
の
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
に
影
響
が
あ
る
。

し
っ
か
り
と
認
識
し
て
ほ
し

い
。

等
の
重
大
な
問
題
と
し
て
多
数
の

質
疑
・
意
見
が
あ
り
、
最
終
的
に

は
、
入
札
を
辞
退
し
た
業
者
と
随

意
契
約
す
る
の
は
ど
う
考
え
て
も

お
か
し
い
。
何
か
違
う
方
法
で
処

理
す
べ
き
で
あ
る
。
鳩
水
園
の
プ

ラ
ン
ト
建
設
の
設
備
を
し
た
会
社

に
、
相
談
を
し
た
方
が
い
い
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
結
論
を
見
い

だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
つ
い
て

　　
前
回
委
員
会
で
資
料
請
求
が

あ
っ
た
、
火
葬
場
設
置
に
伴
う
補

償
の
経
過
と
、
次
年
度
の
予
定
の

資
料
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

委
員
か
ら
、

・
平
成
24
年
度
ま
で
で
、
10
億
１

千
万
円
と
多
額
に
な
っ
て
い
る

が
、
将
来
に
渡
っ
て
ど
の
ぐ
ら
い

の
金
額
ま
で
や
っ
て
い
く
の
か
、

試
算
や
限
度
額
の
設
定
な
ど
の
基

準
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

・
ご
み
焼
却
場
の
30
年
間
の
補
償

額
は
16
億
６
千
万
円
で
、
火
葬
場

は
10
数
年
で
10
億
１
千
万
円
と
補

償
額
は
上
回
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

・
い
ろ
い
ろ
な
状
況
も
あ
る
が
、

税
金
を
投
入
し
て
や
っ
て
い
く
事

業
に
つ
い
て
は
、
公
平
さ
を
意
識

し
て
や
っ
て
ほ
し
い
し
、
住
民
の

要
望
で
あ
る
葬
儀
の
で
き
る
施
設

と
し
て
、
利
用
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
て
ほ
し
い
。
　
　

　
等
な
ど
多
く
の
質
疑
・
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。（

里
川
委
員
長
記
）

　３月１６日(金)本会議から付託を受けま
した補正予算の審査を行うため、委員会を
開催しました。
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■■■■■■■本 会 議 で の 討 論

No.7217

斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　国から県へ、県から市町村へと権限委譲されるなか、
財源確保は重要な問題ではあるが、「東日本大震災」とい
う言葉がいっさいの免罪符かのような国のやり方は許
せない。社会情勢や経済が不安定ななかで、所得は減る
一方だが、負担は増え続けるという今のやり方では、経
済効果に全く期待が持てないとともに、生活が脅かされ
る。すでに、心ある方々は、自分の身を削って募金もたく
さんしている。今回の住民税のことも結局決めてくるの
は国で、国の言うままに進まなければならない。
　長年勤めてこられた方が、やっとの思いでもらわれる
退職金に対する優遇措置を廃止することは許せない。
　また、税や社会保険料は所得に応じて徴収するのが原
則であるが、所得の低い人ほど影響を受ける住民税の均
等割の税率を引き上げるやり方も許せない。
　その一方で国は年度途中に税収が増額となり、地方交
付税分で４６０８億円を来年度の地方交付税額に移し
替えるという法案がすでに成立しているが、被災自治体
の要望に応えるため、各自治体の取り組みのために、今
年度の地方交付税へ加算し、配分することの方が先にす
べきことだと考えている。

【賛　成　意　見】　辻　議　員

　今回の条例改正は、地方税に係る関係法令が、昨年の
１２月に施行されたことによるものです。
　「退職所得に係る個人町民税の１０％税額控除廃止」
については、経過措置的に導入されたもので、導入から
約４０年以上も経過していること、預金金利が導入当時
の約６％に対し、過去１０年間は、ほぼゼロ金利である
こと等から、特例の廃止は妥当なものと考えます。
　次に、「個人町民税に係る均等割の税率の引き上げ」に
ついては、東日本大震災復興基本法で、地域の住民が安
全で安心して暮らせるまちづくりを進めるための施策
の推進が、地方公共団体の責務として定められました。
斑鳩町においても、平成２４年度に、地域防災計画の見
直し、避難所施設の充実、災害物資の備蓄、学校校舎の耐
震補強など、さまざまな防災対策に係る事業が計画され
ており、今後も継続的な取り組みが必要です。
　均等割の税率引き上げを行わなかった場合、税収や地
方交付税が減収となるばかりでなく、地方債の発行にお
いて協議制から許可制となると聞いており、今後の行財
政運営に不都合が生じることも想定されます。
　以上のことから、斑鳩町町税条例の一部を改正する条
例について賛成するものです。

斑鳩町介護保険条例の一部を改正する条例について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　今回第５期の介護保険事業計画が策定されるにあた
り、これまで平均４０００円だった保険料が４８９１円
へ大幅に値上がりします。この間、高齢者のみなさんは、
景気悪化の影響だけでなく、前自民・公明政権から始ま
り、民主党政権に変わってもつづく、公的年金控除の廃止
や年金給付の引き下げなど、高齢者いじめの政治により
もはや生活していけないと悲痛な叫びを上げています。
　町は、新たに保険料を設定するにあたり、これまで以
上に保険料の所得段階を細かく設定したり、基金の３分
の２を取り崩し、保険料の上昇を防ごうとするなど、低
所得者対策をおこなっている点については、一定の評価
をしています。ただ、値上げをするというのであれば、基
金はすべて取り崩し、少しでも保険料の上昇を食い止め
るという考え方もあったのではないでしょうか。
　さらに、今回国が、介護従事者の処遇改善のための基
金を打ち切ってしまったため、そのつけが保険料に跳ね
返ってきており、保険料の高騰に拍車をかけています。
こうした問題の多くは国に原因がありますが、今回の保
険料の大幅な値上げは受け入れがたいものであり住民
の理解をえられるものではないと考え、反対の立場をと
らせていただきます。

【賛　成　意　見】　伴　議　員

　今回の本条例の改正は、介護保険料引き上げを伴うも
のであり、負担を強いるものです。そこで何故、町は皆さ
んに負担を強いることになる、介護保険料を引き上げな
ければいけなくなったのかが問題になります。
　町もできれば、保険料を引き上げたくないという気持
ちだと思います。
　そのことは、財源を確保するために、県の財政安定化
基金だけでなく、町の給付準備基金からも取り崩しをお
こなうことで、可能な限り保険料を抑制しようと努力し
ていることからも明らかです。
　それなのに、保険料の引き上げを余儀なくされたこと
は、介護保険の給付を受けられる方が増加していること
や報酬単価の引き上げが大きな原因です。思うに、今回
の介護保険をこのように改正せざるをえなかった原因
は、町ではなく、国から強引かつ性急に示されてきた、現
行の介護保険制度にあるということです。
　町には、よりよい制度の改革を国に訴えていただき、
介護保険が必要な人に適切なサービスが提供できる保
険の運営にいっそうの努力をしていただくことを要望
し、この条例に賛成します。

３月定例会では、次の６議案について賛否の討論がありました。
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平成２４年度斑鳩町一般会計予算について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　今回、予算審査をさせていただくにあたり、住民の暮
らしが大変ななか、町はどんな立場にたって町政をすす
めようとしているのか、また、国の政治とのかかわりの
なかで、住民の暮らし・福祉を守る防波堤の役割を果た
せているのかという視点に立って、審査をさせていただ
きました。総じて見ると国から押し付けられてきた公務
員の削減や、保育園の給食調理洗浄業務の民間委託な
ど、住民の利益にならない住民サービスの低下につな
がっているものがあります。そうしたものについては、
国のいいなりにならず、しっかり国と対決し、住民の暮
らし・福祉を守る立場を貫く姿勢を強く求めておきた
いと思います。また、公園整備や学童保育の時間延長、町
営駐車場利用の問題など、住民からの要望に対して、そ
れに応えきれていないという問題も指摘をさせていた
だきましたが、住民要望に対しては、正面からそれに応
えていっていただけるよう、今後さらなる調査・研究を
お願いしたいと思います。個々に見ると、３０人学級の
充実やワクチン接種への公費助成など評価できる施策
もあり、良い面については今後も前向きに進めていって
いただきたいと考えますが、反対の立場から苦言を呈
し、私の反対意見とさせていただきます。

【賛　成　意　見】　坂　口　議　員

　厳しさを増す社会経済情勢のなか、行政に寄せられる
住民の期待・要望は一段と高まっており、それらに適確
に対応し、乳幼児から高齢者、障がい者など住民一人ひ
とりの暮らしの安全と安心を守っていかなければなら
ない行政の責任は非常に重いものとなっています。
　このような状況の中、平成２４年度一般会計予算は、
新たにロタウイルスを加えた予防接種の公費負担、一般
不妊治療・不育治療費の新規助成や、小・中学校の３０
人学級の拡大に取り組まれるとともに、中学３年生まで
の子ども医療費助成の継続などの子育て・教育のまち
づくりに財源を重点的に配分されています。
　さらには、ごみを限りなく減らす「ゼロ・ウェイスト」
に取り組み、平成２３年度末をもって衛生処理場での可
燃ごみの焼却を廃止するため、必要となる積み替え施設
の整備、衛生処理場焼却棟の撤去、可燃ごみ処理業務委
託などにも対応されています。
　また、浸水対策としての水路現況調査や地域防災計画
の見直しなど、安全と安心のための取り組みも進められ
ています。
　これらのことから、平成２４年度斑鳩町一般会計予算
に賛成するものです。

平成２４年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　介護保険制度は、高齢化が進むなか、社会全体で高齢者
を支えていこうと作られた制度ですが、多くの方から制
度の使い勝手が悪いうえに、高い保険料ばかりとられる
と非常に住民からも不満の多い制度になっています。か
かる介護給付費に対して一定の割合が被保険者の保険料
となって跳ね返ってくる仕組みとなっており、さらには
医療保険からも納付金を拠出し支える制度となっている
ことから、医療保険のほうでも大きな負担になるという
制度的な矛盾を抱えています。
　今回、介護保険料が大幅な値上がりとなり、さらに後期
高齢者医療の保険料値上げと２重の負担増になる方もお
られ、住民の理解は得られないと考えます。
　今回、財政安定化基金が取り崩されましたが、町は取り
崩し分を保険料の高騰を防ぐために使っていますが、国
や県の分は保険料引き下げのためには使われません。国
自身が、取り崩した基金を保険料の軽減に使ってよいと
いう見解を示しておきながら、そうした使い方をしよう
としないことについては、理解できないものであり、国の
取り崩し分も保険料引き下げのために使うよう町から国
に声を上げていただくよう強く要望します。

【賛　成　意　見】　宮　﨑　議　員

　この予算は、斑鳩町の介護保険が新たな事業計画のも
とで運営される最初の年の予算であり、介護給付などに
必要な経費とその財源を決定する重要なものです。
　団塊の世代が次々と高齢者になっていくなど、急速に
高齢化していくなか、要介護認定を受ける方やサービス
を受ける方も増加することは必然です。予算の規模が前
年度よりも大きくなることは当然のことである一方、
サービスの給付費に対する保険料などの収入についても
法令の定めに従いながら、バランスをとって計上されて
いるものと見受けられるものであります。本町の介護保
険がスムーズに運営されるためには、妥当なものです。
　一部には、予算案の策定と、介護保険事業計画の見直
しや保険料率の改定が前後するとの批判も聞くところ
ですが、介護報酬の改定や、県の財政安定化基金の取崩
し額の決定などが予算案策定時に間に合わないという
事務作業の日程を考えると、いたし方ないものであり、
そのために反対するのはあまりにも短絡的であります。
　できる限り介護を必要としない、あるいは要介護者と
なっても重度化しないよう、介護予防の方策を積極的に
展開していただき、介護保険の予算執行に十分留意され
ることをお願いして、私の賛成意見とします。
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■■■■■■■本 会 議 で の 討 論

No.7219

平成２４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　後期高齢者医療制度については、これまでにも年齢に
よって医療が差別される制度であり、設立当初から反対
し、制度そのものを廃止するべきだと主張してきまし
た。そして、２年ごとの保険料の見直しで、被保険者の負
担増となることについては、反対の立場をとってきまし
た。
　今回は制度設立後、２回目の保険料の見直しになり
ます。平均で６４,２０９円であった保険料が６９,９６１
円になり、差額にすると５,７５２円、８.９６％の値上
げとなります。
　高齢者のみなさんは年金給付の引き下げなどにより、
この間ずっと受け取る分は下がっているのに、払う保険
料ばかりが上がっていき、まともに生活できないという
状況に追い込まれてきています。さらに今回は、介護保
険料も値上げとなり、２重の負担増となることからとう
てい、受け入れられるものではないと考えます。
　こうした保険料の設定は広域連合のほうで行われ、そ
こで決まった方針にしたがって町は運営せざるをえな
いという面はありますが、上記の理由により、後期高齢
者医療特別会計予算に対しては反対の立場をとらせて
いただきます。

【賛　成　意　見】　坂　口　議　員

　後期高齢者医療制度については、現政権において廃止
することを前提に議論をされていますが、新たに制度が
施行されるまでの間は、現行制度により高齢者の方の健
康の保持と適切な医療の確保が図られるよう努めてい
かなければなりません。
　このため、平成２４年度予算を編成されたことは、当
然のことであり、この業務を行っていくうえで、必要な
予算措置をされた本特別会計予算は、適切なものである
と考えております。
　今回の保険料の改定につきましては、広域連合の議会
で十分に審議をされ、議決されたものであり、このこと
を理由に本特別会計の編成が適切でないとすることは
できないものです。
　今後、国において大幅な制度の見直しがされることと
は思いますが、高齢者が安心して適切な医療サービスが
受けられるよう、将来にわたる持続可能な医療保険制度
体系が確立されることを期待し、賛成の意見といたしま
す。

消費税増税の中止と社会保障の充実を求める意見書について

【反　対　意　見】　飯　髙　議　員

　政府の「社会保障と税の一体改革」では、年金の将来像
が示されていません。「国民の抱える不安を解消」のため、
国民の皆さまに分かりやすく納得できる年金制度となる
よう議論を深めていかなければなりません。
　社会保障制度を持続可能とするために安定的な財源を
どのように求めていくのか。本来、一体改革であれば、ま
ず、国会議員自身が身を切る思いで「国会議員の歳費削減
や定数削減」を実施し、さらに景気対策、雇用対策をした
上で消費税の使途や消費税に限らず税制全体の改革で財
源を考えるべきです。
　また、現行制度の安定的な運営のため、着実な経済成長
と一層の少子化対策に力を注がなければなりません。特
に、無年金・低年金などの問題では、低所得者への基礎年
金や障害者基礎年金等への加算、年金受給資格期間の２
５年から１０年への短縮、さらにパートなどに対する厚
生年金の適用拡大など必要です。
　今回の意見書では、消費税増税で社会保障制度の医療
費負担増など改悪であると、言われていますが、まだ議論
は、尽くされていません。また「消費税ありき」や「消費税
中止」では議論は進まないことから、この意見書に反対し
ます。

【賛　成　意　見】　木　澤　議　員

　今政府が進めようとしている「社会保障と税の一体改
革」は、消費税増税ありきで進められており、とても国民
から理解を得られるものではありません。国民生活や中
小企業・商店などの経営が大変なときに消費税を増税
すれば、より景気の低迷化を招き、日本経済に壊滅的な
打撃を与えるものとなります。また、一体改革では、社会
保障を充実するどころか逆に悪くするものであり改革
の方向が間違っています。今後、日本経済をどう立て直
すのか、社会保障はどう充実させていくのかという議論
は非常に大切です。そして財源をどうするのかという問
題では、なによりもまず、政府が公約を破って進めよう
としている八ッ場ダム建設などの無駄遣いを見直すべ
きです。さらに、所得の低い人ほど負担が重くなる消費
税の増税ではなく、経済的能力に応じた「応能負担の原
則」にたって、税金の集め方を見直し、社会保障は充実を
図るべきだと考えます。今まさに、政府が「社会保障と税
の一体改革」を進めようとしているこの時期に、この意
見書を採択し、斑鳩町議会からも政府に対してしっかり
と声をあげていきたいという思いを申し上げ、私の賛成
意見とさせていただきます。
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　3月末で、斑鳩町衛生処理場内での可燃ごみの焼
却が終了し、4月からは、斑鳩町の可燃ごみは委託
により処理されています。
　各家庭から出されたごみは、収集後、最終処分場
内の仮積み替え施設に運ばれます。ここで、ごみは
移送用のコンテナに積み替えられ、委託先のトラッ
クで、三重県伊賀市の処理施設に運ばれ、焼却処分
されています。
　委託処理では、ごみの量がそのままごみ処理費に
反映されます。
　斑鳩町では、これまでも、生ごみ分別収集モデル
事業、家庭の木くず・草類の分別収集などに取り組
んできましたが、より一層、ごみ減量化・資源化へ
の住民の皆様のご協力をお願いします。

町内で収集されたごみを、
最終処分場に運ぶ。

仮
積
み
替
え
施
設
で
、

ご
み
を
収
集
車
か
ら

コ
ン
テ
ナ
に
積
み
替
え
る
。

ごみが積み替えられたコンテナが、
三重県伊賀市へと運ばれる。

委託先の三重中央開発（株）で、
ごみが焼却される。

可燃ごみの処理が委託処理にかわりました
みんなで、ごみゼロ社会をめざしましょう
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